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( 23 ) 
多国:家庭経済論の基本問題 -189-
てきたものである ζ とである。 すなわち"厚生経済学"は，経済学の二大潮流の一つである ‘慾望の
経済学"の大地の上に根をもっている点IC:注目しておかねばならなb、。それは"経済的厚生'という
目標設定そのものが， "経済的欲望充足"の同義語であると ζろからも明らかな乙とであろう。かつ


























































































































































































夫の生活資料 4∞円 + 2CO円 = ぽ幻円
実物争力;ω円 ・・..1(生活餅) ~ 12∞円労働力の使用価値↑ 1の加 工l
委の生活資料仰円+さ)JJI = 御門
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れたものであって， ・その他の条件'をマ トリックスの変数として取扱っている乙とになる。たとえば， 消
費単位やマルチプル係数は，乙の種の問題の一つの解決方法を暗示するものである。
日目 乙れはいわゆる "家族関係論"の問題であるが， ちょうど経i哲学における "ヒュー7 ン・リレー ショーン
ズ"のように，乙の家族関係、の問題を厚生経済的に取扱う乙とも可能である。
日明 ζ乙では "家庭経済問題'を，資本主義社会における労働者H!t帯の経済問題としているので， 乙れ以外IC
・家庭経済問題"がないというわけではない。自給自足の時代lζはその時代に応じた家庭経涜上の問題があり
たとえば消費と生産をいかに均街せしめるかといったような問題が出現してくる。
闘 中野正直: ‘生活科学論について. 社会政策時報幻7号，87-1a:i頁(昭和18年10月〉
四大熊信行 :終結婚論と主婦論.， 195-197頁
ω ζの模型では，Lmにあたる生活資料の価値が大きくなればなる程， ζれに働きかけて労働力の価値(A+g) 
を得るに必要な家事労働HAは，従前の労働力の価値の生産水準を維持するかぎりは，相対的に少くてす
む乙とになる。何故なら生活資料LmlC家事労カHAによる加工を乙れまで程加えなくとも，前と同じ再生産
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